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●ワーク・ライフ・バランスってどういうこと？
　「お互いの人権を認め合う職場、暮らしやすい地域づくり
　　　　　　　　　　　　　　～ワーク・ライフ・バランスの推進～」
　 講師：株式会社　東レ経営研究所
　 　 　ダイバーシティ&ワークライフバランス研究部長 渥美 由喜 氏
●あなたを守りたい!!　～今、学校では～
　「いじめ防止プログラム」「スクール・バディ」
　 インタビュー：ＮＰＯ法人　湘南DVサポートセンター理事長 瀧田 信之 氏
●助け合いはかっこいい
● 編集後記
●インフォメーション

市の鳥ゆるキャラ「カワセミくん」

も
く
じ

職場、家庭、学校、地域
いつでもどこでも充実した生き方を!

イケメンより
　イクメン



Ａ子：この講演、色々教えられることの多い内容でした
ね。
Ｂ夫：そうでしたね。“ワーク・ライフ・バランス”という
言葉は知識として知っていたけど、具体的によく理解

できていなかったんだなって思いました。
Ａ子：“ワーク・ライフ・バランス＝仕事と生活の調和”
という意味があるけれど、講演の中では「質の高い生

活が質の高い仕事につながる」、「メリハリのある仕事は生活
の余裕につながる」と話されていました。“ワークとライフの
相乗効果”がこの言葉の本質なんですね。〈図1〉

Ｂ夫：ワーク・ライフ・バランスの“ライフ”の部分には、
「家族とのコミュニケーションを密にすること」や、「家

事や子育ても夫婦で協力し合うこと」が含まれるけど、家庭だ
けではなく、地域の人たちとも積極的に関わることができれ
ば、さらに良いよね。地域の人たちの顔が見える暮らしは安
心感もあるし、気軽に声をかけ合うのも嬉しいことだし。充実
感あるなぁ～。

Ａ子：そう、そういう関係づくりも仕事に追われていて
はできないですよね。毎日残業で帰宅して、食事をし

て寝るだけでは、質の高い生活とは言いにくいわ。効率良く
仕事を終えて自分の時間を作らないと。ワーク・ライフ・バ
ランスの実現のために努力をしている企業も増えてきてい
るわ。

Ｂ夫：そこでワーク・ライフ・バランスの“ワーク”の部分
の見直しをしてみると、質を落とさないで改善できる

仕事もありそうだよ。でもいくら効率良く仕事をしようとして
も、一人でしゃかりきになっていたら、職場で浮いてしまう･･･。

Ａ子：そこで、職場の人たちを含めての意識改革が必
要なんでしょうね。「ある女性が、職場が変わるたびに

上司に業務改善の提案をして仕事の効率化をはかり、グンと
時間短縮ができた」という話がありましたよね。

Ｂ夫：子育て中の女性で、定時で仕事を終えるための
業務改善を提案したんですよね。それはその女性だけ

でなく、他の人たちにも時間の余裕ができて良い結果になっ
て。その職場の人たちの「支え合い」、「お互いさま」の気持
ちが功を奏したわけです。制約がある中で働くことは仕事の
効率アップにつながるんだってね。そういえば、今晩飲み
会っていう日は「絶対仕事を終わらせるぞ」って頑張るもん
ね（笑）。

Ａ子：そういう考え方もあるわね。私たちの職場もそん
なふうになればいいわね。
Ｂ夫：ところで、渥美さんは育児休暇も取得している。
僕にも子どもがいるけど、仕事がとても忙しい時期で

育児休暇を言い出せなかったな。育児をする男性を“イクメ
ン”って言うけど、“イクメン”って、最近よく話題になってい
るね。

Ａ子：美男子でかっこいい男性を“イケメン”というの
にひっかけて、育児をする男性を“イクメン”と言うの

でしょう。昨年の流行語大賞のベスト10にこの“イクメン”も
選ばれていたわ。今や、イケメンよりイクメンのほうがモテる
んですって。育児や家事に協力的な男性は、やはり魅力的よ
ね。〈図2〉

Ｂ夫：そのとおり！僕だって妻にモテてるよ。でも育児
休暇を取るのは、渥美さんといえども大変だったよう

だね。上司、同僚、そして妻の母までが摩擦の対象となり
（あぁ、わかるなぁ）、それを説得し乗り越えての育休は、内容
の濃いものとなり、その体験は仕事に戻った時にとても役
立ったんだってね。色々な経験をするのは大事だね。（詳しく
は渥美由喜・著「イクメンで行こう！～育児も仕事も充実させ
る生き方～」を読んでみてください！）

Ａ子：それから、突然お父さまの介護も入ってきて、大
変だったと思うわ。

Ｂ夫：家族の介護をしながら仕事を続けるのも大変だ
からね。これから介護休暇を希望する人も増えていく

だろうね。
Ａ子：誰かが休むことになっても、無理なくフォローで
きる体制を作っていきたいです。職場での「支え合い」、

「お互いさま」の気持ちが、「制度よりも風土」としてあればい
いですね。
　
　と、二人の会話は続いていますが、渥美さんの講演は、今
後に向けて大変参考になったようです。

ワーク・ライフ・バランスってどういうこと？ワーク・ライフ・バランスってどういうこと？
平成23年1月18日、藤沢市役所で管理職員向けの研修会が開催されました。
今回は、この研修会に参加したＡ子さんとＢ夫さんに、“ワーク・ライフ・バランス”について話し合っていただきました。

「お互いの人権を認め合う職場、暮らしやすい地域づくり　～ワーク・ライフ・バランスの推進～」

講師プロフィール　
渥美 由喜（あつみ なおき）氏
株式会社　東レ経営研究所
ダイバーシティ＆ワークライフバランス研究部長　
東京大学法学部卒業。複数のシンクタンクを経て、2009年
東レ経営研究所入社。
内閣府『ワークライフバランス官民連絡会議』
『子ども若者育成・子育て支援功労者表彰（内閣総理大
臣表彰）』委員
厚生労働省『イクメンプロジェクト』委員などの公職を歴任。

イクメンで行こう！
～育児も仕事も充実させる生き方～
渥美　由喜・著　２０１０年
（日本経済新聞出版社）

「子育ての経験が仕事力を高める！
時間制約ができることで業務の効率が高まる。
子どもや地域の人などと接することで幅広い柔軟
な視点が身につき、対話能力が磨かれる。」

他にも多くの参加者から感想が寄せられました。

「イクメンをもっと増やし、家庭や地域が活性化されるよう
にしたい」
「理論だけでなく、実体験から得られた話は説得力があっ
た」
「ワーク・ライフ・バランスを、職場で、家庭で、地域で実践
していきたいと思った」
「人権を認め合う職場づくりを伝えていきたい」
「職場の活性化や充実した人生を目指す職員にとって為に
なる話だった」
「理解はできるが、なかなか実現できない状況もあると
思う（人員不足、低賃金、過労働の実態）」

※市内では、長後市民センターの図書室に所蔵して
　あります。（平成23年2月現在）

（遠藤　記）

ワーク

ライフ

健康・休養、子育て・介護、自己啓発、趣味等

生存、家庭、地域等

仕 事
家庭生活
育児・介護

バランスが大切

二者択一ではない ワークとライフの相乗効果 子ども

彼氏・夫
仕事

趣味

その他
0

20

40

60

80

100
（％）

独
身
時
代

結
婚
直
後

出
産
直
後

乳
幼
児
期

小
学
校
入
学

中
学
校
入
学

高
校
卒
業

A

B

B

この時期が重要

夫が家事・育児に参加
した場合
妻がメインで家事・育児
をした場合

女性の愛情曲線図2
図1

A

～渥美 由喜氏 講演資料～

ワーク・ライフ・
バランス



平成22年11月20日に開催された「共に生きるフォーラ
ムふじさわ2010」で講演された、ＮＰＯ法人　湘南ＤＶサポー
トセンター理事長の瀧田信之さんは、2008年から藤沢市の
「いじめ防止プログラム推進員」も務めています。そこで、前
号のインタビューに続き、小・中学校でのいじめ防止の取り
組みについても伺ってみました。

　「いじめ防止プログラム」を実際に行ってみて、どのよう
な変化がありましたか？

　私が肌で感じたのは、プログラムのクラスで、ワーク
ショップの１回目に「自分は(いじめを)見て見ぬふりをしてき
た」と答えた生徒の多くが、4回目に「いじめをなくすには？」
と質問すると「もう傍観者にはなりたくない」と回答したとき
でした。変化は確実にありました。傍観者が変わらない限り、
当事者同士が変わることはすごく難しい。傍観者である彼ら
が声を出していくという変化が大切です。

　この活動により、いじめは減っていきますか？

　いじめが減るというよりは「そのままの自分で学校に来
てもいいんだよ」ということを分かってもらいたいのです。

親や友達からレッテルを貼られ、学校で無理をしている子ど
ももいます。例えば「小学校３年生のとき怪我させたよな、お
前はいじめっ子だよな」というように。本当は変わりたいのに
周りが許してくれない。だから学校にいる間は演技をしてい
て、彼らはとても苦しい。そういう子が何人もいるとクラスが
崩れていきます。

　ワークショップで感動したことはありますか？

　先日すごく良いことがありました。ある小学校の特別支
援学級に自閉症の児童がいて、ワークショップに参加したと
きのことです。
１回目に「暴力の定義って何？」と質問したら、その子が手

を挙げて「頭ごっちんこ」って答えたんです。僕は最初、そう
いう遊びなのかと思いました。しかしク
ラスメイトは「それって頭突きだよね、暴
力だよね」と理解して、板書していくんで
す。次に「加害者ってどんな人？」と質問
したら、またその子が手を挙げて「あきらめない」って答えた
んです。すると板書している子が「あきらめないよね、加害者、
しつこいよな」って見事にフォローしてくれたのです。
２回目は、グループで絵を描きました。「加害者像を絵にし

よう」と。最初、その子のグループは全
然描けなかったんです。すると、彼が
入ってきて、大きな模造紙にどーっと
絵を描き始めたんです。テーマには
沿っていなかったかもしれないけれど、
すごくきれいな絵でした。特別支援学級の先生は「８ヶ月間こ
の子と付き合っていて、絵を描いたのは初めてです。今日は
とても感動しました。」と言ってくれました。
ワークショップって生徒同士が互いに力を出し合い、相乗

効果で発展的なプログラムが出来上がるんです。これが私た
ちの目指しているワークショップです。

　それらを学んだ学生が、社会に出て仕事として活躍でき
る受け皿はありますか？

　日本ではＮＰＯとして自立するのは難しいと思います。し
かし、ここで得た知識やスキルは、社会生活の中での人間関
係に応用できます。大事なのは「どれだけ自尊感情をもって
相手を大切にするか」ということです。その意味では、ここで
やっていることは無駄にはなりません。家庭を持ったときや
子育てをするときにも活用してもらいたいと思っています。

（佐野　記）

あなたを守りたい！！　～ 今、学校では ～あなたを守りたい！！　～ 今、学校では ～

市内８校（中学校７校・小学校１校）で、子どもたち自身が
考えて解決へと導く「いじめ防止プログラム」の取組みが実
践されています。
このプログラムは、子どもたちに「自尊心をもって生きる

ことが、暴力・いじめの防止につながる」ということを伝え、
「暴力によらない解決方法
やコミュニケーション方法」
を、クラスごとに４回のワー
クショップ※を通じて学ぶも
のです。

そして学校全体にいじめを許さないという機運を作り上
げることによって、いじめに対する傍観者をなくすという取
組みです。
小学校の場合は、ワーク

ショップの後、クラス単位で
劇やダンス、合唱などのパ
フォーマンスによりいじめに
対するアピールを行います。

「生徒同士がともに支え合うシステム」を作り、その企画・
運営を担う組織です。
ワークショップを終えた後、生徒たちにスクール・バディ

への参加を呼びかけます。参加を表明した生徒たちは、計８
回のトレーニングを経てスクール・バディの一員となります。
バディになった生徒は、いじめを未然に防ぐための様々な

企画を考えたり、相談にやってきた生徒の話を聞くなど、「い
じめを絶対許さない」という校風を作り上げていくことが主
な役割です。担当の先生やＮＰＯ法人　湘南ＤＶサポートセン
ターのスタッフがアドバイザーとなり、バディの相談を受けな
がらこの活動を進めていきます。

この制度を最初に導入した村岡中学校では、全校の約１０％
の生徒がスクール・バディの活動に参加しています。バディの
人数が多数派になることにより、学校全体に「いじめはいけ
ない」という気風が生まれ、学校の雰囲気は変わりつつあり
ます。

（川辺　記）

「何が暴力やいじめなのか」の定義を確認後、被害
者・加害者・傍観者の心理について話し合う。
　
いじめの原因に迫り、いじめる側の行動の背後にあ

る心理をグループで話し合い、そのイメージを絵や言
葉に置き換え発表する。

1回目

2回目

「いじめを止められるのは自分自身でしかないこと」、
「自分はかけがえのない存在であること」を知り、行動
を変えることで自信を深めていく。
　
ノーと言える自分、受身でも攻撃的でもない中立的

な受け答えの方法を学び、その後作られる生徒の組織
「スクール・バディ」のための意識形成をする。

学びや創造、問題解決やトレーニングの手法のこと。参加者が自発的
に作業や発言を行える環境が整った場所において、司会進行役を中心
に、参加者全員が体験するものとして運営される形態が一般的。

3回目

4回目

※ワークショップ

ワークショップの内容

イ ン タ ビ ュ ー

い じ め 防 止 プ ロ グ ラ ム ス ク ー ル ・ バ デ ィ



●街で、赤ちゃんのベビーカーを押したり、抱っこして歩いている男性にエールを送りたくなります。「目指せ、イクメン！」（遠藤）
●「あくせく働く」の反対語は「丁寧に生きる」かもしれない。何事にもバランス感覚を忘れないようにしたい。（川辺）
●春は別れと出会いの季節ですね。子どものころ、クラス替えもあってドキドキ・ソワソワしていたことを思い出します。（佐野）
●たくさんの人に、この「かがやけ地球」を手に取っていただきたいと思っています。（多根）

編
集
後
記

このニュースは新聞やテレビですでに多くの人がご
存じでしょう。トイレを開放した男性は、テレビのインタ
ビューに「あたりまえの事をしただけです」と淡々と答え
ていました。そして町では、「もっと早く気がついていれ
ば、お前のところは米、お前は漬け物を用意しろ、ともっ
とうまく助け合えたかな」と話しているそうです。
また、後日談もありまし

た。福岡市の小学校の先
生が、この助け合いを、担
任する4年生に紹介しまし
た。子どもたちは「こまっ
ている人を助ける人はす
ごくかっこいい」「大きく
なったら同じようにやりた
いです」「今のごじせい、不きょうやこようの問題がある
中、こんなニュースはいいな」「人との助け合いができ
る日本にしたいです」など自分の気持ちを表現したそう
です。
私も見知らぬ人に助けられた忘れられない経験があ

ります。雨上がりの朝、藤沢駅へ出ようとバスを待って
いた時のことです。座って待っていようとベンチに腰を
おろした瞬間、私のズボンのお尻はベンチにたまってい
た水でびっしょり濡れてしまったのです。あわててハン
カチで拭きながらも、目立つしどうしようと頭は真っ白

でした。その時です。隣にいた若い女性がハンドバッグ
からハンカチを取り出して一緒に拭き始めたのです。藤
沢駅に着き、「もう目立たないから大丈夫ですよ」と
言って去っていく後ろ姿を見送りながら“私もこんな時、
とっさに自分のハンカチを出して、一緒に拭いてあげる
ことができるだろうか”と考えてしまいました。
琴浦町の人達の助け合い、子どもたちの素直な気持

ち、親切にしてもらった経験、まだまだ日本にはたくさん
のやさしい心があるのだと感じました。そして、小さい
頃に好きだった絵本「モチモチの木」の中で、臆病な豆
太に言った、おじいさんの“にんげん、やさしささえあれ
ば・・・“という言葉をなつかしく思い出しました。

（多根　記）

斎藤隆介：作
滝平二郎：絵
1971年（岩崎書店）

モチモチの木

鳥取県琴浦町には鉛色の空から雪が降り続いた。京都市と山口県下関市を結ぶ山陰の幹線道路で

ある国道９号は普段から大型トラックが多い。吹雪に襲われた大晦日はさらに帰省や観光の車で混ん

でいた。スリップした大型車が道をふさぎ、渋滞が始まって、やがて全く動かなくなった。約２５キロで

車１０００台が立ち往生。「こらぁ大変だ」近くに住む看板工房を営む祇園さんは、見たこともない長い車

列に驚き、さっそく“トイレ”の看板を出し仕事場のトイレを開放した。近所の女性達は役場に集まりおに

ぎりを作り配った。その他にも安否確認をする人、まんじゅうを配った人、コーヒーをふるまった人など、

おせちを食べるのも忘れて車列に向き合い続けた一日だった。

（朝日新聞　１月９日朝刊より）

今年の冬は厳しい寒さが続き、北海道、東北、北陸などの豪雪地帯の他、年末年始にかけては
鹿児島、長崎なども大雪に見舞われました。

助け合いはかっこいい
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就職に向けた相談に個別アドバイスします。
その後無料でお仕事を紹介します。

毎週火曜日、木曜日　10：00～16：30
※5月3日、5日は除く

市内在住または在勤の就職・転職を希望す
る方（１人１時間以内）

■日　時：

■内　容：

■対　象：

この他にも就職のご相談に応じます。（火～金曜の9：00～17：00）
まずはお問い合わせのうえ、お気軽にご来館ください。

251-0054 11

0466-22-1311 
http://www.shonanhmg.co.jp 

Bridal Banquet Stay Restaurant 

All for the Guest 

※

５月下旬～２０１２年３月３１日

市内在住の方５名程度

■任　　期：

■申込み方法：

■対象・人員：

４月７日（木）までに、任意の用紙に住所・氏名(フリガ
ナ）・生年月日(年齢)・性別・職業・電話番号、応募理由
（４００字程度）を書いて郵送または持参で。

再生紙を使用
しています

■問合せ先：

■申 込 み：

勤労市民課からのお知らせ共生社会推進課からのお知らせ

■申込み先：藤沢しごと相談システム運営センター（労働会館内）
TEL.23-8222
FAX.23-8277

勤労市民課　TEL.50-8222■問合せ先：

■申込み先：

■日　時：

■内　容：

■対　象：

■任　　期：

■申込み方法：

■対象・人員：

■問合せ先：

■申 込 み：

■申込み先：

■問合せ先：

■申込み先：〒251-8601 藤沢市朝日町１番地の１

共生社会推進課　男女共同参画担当　
TEL.50-3501

随時受付（定員になり次第締切り）。
電話または来所で。
上記「藤沢しごと相談システム運営センター」へ。

就職支援個別カウンセリング
藤沢市労働会館

かがやけ地球は、市民の編集員さんの
企画・運営によって、年４回発行しています。

編集スタッフ：遠藤 倫子・川辺 裕子・佐野 美穂子・多根 純子

月～金曜日・祝日除く 
9：00～17：00

「共に生きるフォーラムふじさわ２０１１」
実行委員の募集

共生社会推進課では、毎年秋（１１月頃）に講演会
「共に生きるフォーラムふじさわ」を開催しています。
「共に生きるフォーラムふじさわ」は、公募等の市民
委員と行政の委員により開催し、今年で２２回目を迎
えます。
今年度も実行委員を募集いたします。ぜひご応募

ください。


